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【研究内容】

授授業業ににおおけけるる IICCTT のの活活用用にに関関すするる調調査査研研究究（（第第２２報報））  
－学習場面に応じた１人１台端末の活用を中心として－ 

抄 録 

中央教育審議会答申では、『「令和の日本型学校教育」の構築に向けた ICT の活用に関する基本的な考

え方』について、「ICT を主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生かす」ことが方針とし

て示されている。そこで本調査研究では、「教育の情報化に関する手引」に示されている「ICT を効果的

に活用した学習場面の10の分類例」を基に、学習場面における活用のポイントと効果を検証することと

した。 

１年次の調査研究では、授業における１人１台端末の活用に向けて、アンケート調査や研修会、授業実

践に取り組んだ。アンケート調査からは、１人１台端末の活用に関する教員と生徒の意識の差が明らかに

なった。また、授業実践においては、５つの学習場面におけるポイントと効果をまとめることができた。

２年次の調査研究では、１年次の調査研究を基に、以下の３つの研究を柱に進めることにした。 

・研究１「１人１台端末の活用に関する教員と生徒の意識の把握」  

・研究２「１年次の成果を生かした学習場面に応じた１人１台端末の効果的な活用」 

・研究３「１人１台端末の活用に関する教員の意識向上への取組」 

研究１では、１年次に比べ、授業において１人１台端末を活用する割合が増加したことが明らかとなっ

た。また、２年次の５月と11月を比べると、授業において１人１台端末を「ほとんど活用していない」

と回答した教員の割合が大きく減少した。 

研究２では、「ICTを効果的に活用した学習場面の10の分類例」の中の、１年次に取り組まなかった５

つの学習場面について授業を設計し、実践した。その後、教員・生徒へのインタビューや振り返り、事後

協議会での授業分析等を基に、活用のポイントと効果をまとめた。 

研究３では、教員の意識向上を目指して、１人１台端末を活用し、アプリケーションやクラウド体験を

行う研修会を実施した。個別で行う小規模な研修会やブース形式の体験会を開催することは、個別の課題

に対応できるよさがあった。また、各研修会で学んだことを生かして授業実践を行う教員の姿がみられる

ようになった。 

本調査研究を通して、学習場面におけるポイントと効果を明らかにすることで、様々な学習場面におい

て教科・単元の枠を超えて、1人１台端末の活用が進んだ。さらに、教員のニーズに合わせた研修会や体

験会を行うことで、１人１台端末の利活用推進につながることが明らかになった。 
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ⅠⅠ  調調査査研研究究のの概概要要  

１ 研究主題の設定について 

グローバル化・情報化が進展する社会においては、

多様な主体が速いスピードで相互に影響を及ぼし、

一つの出来事が広範囲かつ複雑に伝播することか

ら、先を見通すことが困難となっている。人工知能

（AI）、ビッグデータ、Internet of Things（IoT）、

ロボティクス等の先端技術が高度化してあらゆる

産業や社会生活に取り入れられた Society5.0 時代

が到来しつつあり社会の在り方そのものがこれま

でとは「非連続」と言えるほど劇的に変わる状況が

生じつつある。(文部科学省，2021)1） 

中央教育審議会答申『「令和の日本型学校教育」の

構築に向けた ICT の活用に関する基本的な考え方』

では、「ICTを主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業改善に生かすとともに、今までできなかっ

た学習活動の実施や家庭など学校外での学びを充

実する」(文部科学省，2021)2）と示されている。教員

は、１人１台端末を含む ICT を効果的に活用して、

子供一人一人の学びを最大限に引き出し、主体的な

学びを支援する伴走者としての役割を果たす必要

がある。 

令和３年９月３日「デジタル庁・総務省・文部科

学省・経済産業省」が取りまとめた「GIGA スクール

構想に関する教育関係者へのアンケート結果及び

今後の方向性について」によると、約５割の教員が

「担当教科でのICTの効果的な活用方法が分からな

い」(デジタル庁・総務省・文部科学省・経済産業省，

2021)3）と回答している。また、令和３年８月中央教

育審議会特別部会において、「教師に求められる資

質能力」の再整理がなされ、新しく「ICT や情報・

教育データの利活用等」(文部科学省，2021)4）の項目

が追加された。これからの教師には、学校における

ICT活用の意義を理解し、授業や校務等においてICT

を効果的に活用することが必要である、としている。 

また、インターネットで紹介されている（文部科

学省の Web サイト「StuDX Style」等）１人１台端

末活用のポイントは、教科・単元によるものが多く、

掲載されている内容とICTの活用を考えている授業

の内容が合わないこともあり、やや活用しにくい場

合もある。 

そこで、本調査研究では、教科・単元ではなく、

「学習場面」における活用のポイントと効果を明ら

かにすることで、１人１台端末を含むICT の効果的

な活用が進むと考えた。具体的には、「教育の情報化

に関する手引」に示されている「ICT を効果的に活

用した学習場面の10の分類例」(文部科学省，2020)5）

（資料１）を基に、学習場面における活用のポイン

トと効果を検証することとした。 

一方で、１人１台端末の活用を進めるためには、

教員の意識向上が欠かせない。実際に教員自身が効

果を実感しない限り、授業において日常的に活用す

ることにはつながらない。本調査研究では、１人１

台端末を活用し、アプリケーションやクラウド体験

を行う研修会を実施することとした。全体で行う大

規模な研修会、個別で行う小規模な研修会やブース

形式の体験会を開催し、それぞれの研修会後のアン

ケート結果や授業で活用した教員のインタビュー

から効果を検証する。 

２ 調査研究の目的 

各教科等の授業において１人１台端末を含む ICT

を学習場面に応じ効果的に活用するときの具体的

なポイントと効果を示し、１人１台端末の活用の進

め方を明らかにする。 

３ 研究協力校について 

富山県内の中学校１校、高等学校１校 

Ａ中学校 

・１学年９クラスの大規模校であり、委員会活動 

や部活動が盛んである。 

・Google Workspace for Education を活用して

おり、生徒や教員へのアンケートは Google フ

ォームを積極的に活用している。また、委員会

活動や部活動においては、Google Classroom 

を活用しているが、授業においては、活用に差

がある。 

Ｂ高等学校 

・普通科、生活文化科があり部活動が盛んである。 

・Google Workspace for Education を活用して

おり、生徒や教員へのアンケートは Google フ

調
査
研
究
２

2―32―2



2-3 

ォームを積極的に活用している。全体的に１人

１台端末を活用しようとする意欲が高く、研修

にも積極的であるが、効果的な活用に悩む教員

が多い。 

４ １年次の調査研究の成果 

１年次は、次の３つの研究に取り組んだ。 

・研究１「１人１台端末の活用に関する教員と生徒

の意識」      

・研究２「１人１台端末の活用に関する教員の意識    

の向上への取組」 

・研究３「１人１台端末を活用した授業実践」 

研究１では、「１人１台端末を活用した授業におけ

るICT活用アンケート」の結果から、65％の教員が授

業で生徒に１人１台端末を活用させていないことが

分かった。教員が生徒に活用させていない一番の理由

は、「効果的な活用方法が分からない」であり、具体的

に、「どの授業の」「どの学習場面で」「どのように活用

すればよいか」分からないことも一因なのではないか

と考えられる。 

また、１人１台端末の効果についての項目（内容理

解が進む、配布等の時間減、興味・関心がわく、意見

交換が進む、資料共有が簡単）において、「内容理解が

進む」「意見交換が進む」の２つの項目では、教員と生

徒に意見の違いがみられた。効果があると「思う」割

合は、教員が約30％に対して、生徒は約50％であり、

教員と生徒に１人１台端末活用の効果に対して、意識

の違いが明らかになった。 

 研究２では、多くの教員が、１人１台端末を活用し

た授業を参観した。授業後の協議会で意見交換を行っ

た結果、１人１台端末を活用した授業を参観すること

で刺激を受け、１人１台端末の活用に関して「可視化」

「瞬時に集計」等、どのように自分の授業に生かすこ

とができるか考えるきっかけになった。 

また、夏季休業中に行った授業実践の報告会、１人

１台端末の活用研修会においては、学校の１人１台端

末の活用についてのアンケート結果を全体で共有す

ることで、１人１台端末の活用への意識の変化を促し

た。１人１台端末の活用研修会では、実際に１人１台

端末を活用する練習として、フォームでアンケートや

小テストの作成、Jamboardで共同編集を体験した。研

修会後のアンケート結果において「２学期から活用し

てみよう」「難しいと思っていたが体験してみて、活

用のきっかけになった」という感想がみられた。この

ように具体的な体験をともなう ICT 研修会を企画す

ることで、ICTへの苦手意識の軽減、１人１台端末を

活用することへの意識の向上につながると考える。 

また、調査研究協力員会議においては、研究協力員

から、教員のICT活用への意識が高まってきているが、

授業での実践までは至らず、活用する教員と活用しな

い教員の二極化が生じているという現状を聞いた。指

導講師からは、情報活用能力の育成は欠かすことがで

きないので、「まずは ICT を積極的に活用することが

重要である」との助言を得た。他校の現状と課題を共

有することができ、自校のICT活用への意識の向上に

つながったと考える。 

７月と 12 月に実施した「１人１台端末を活用した

授業におけるICT活用アンケート」の比較からは、活

用が進んだ教員が増加した。特に、「内容理解が進む」

「意見交換が進む」の項目に対して、１人１台端末の

活用の効果があると考える教員が増加した。 

研究３では、以下の４点について取り組んだ。 

１つ目は、研究協力校で５つの授業実践を行い、

「ICT を効果的に活用した学習場面の 10 の分類例」

(文部科学省，2020)5）を基に、１人１台端末活用のポ

イントと効果の分析・整理を行った。 

２つ目は、授業実践から分かったことを「今までの

授業」と「ICTを活用した授業」と比較し13項目にま

とめた。また、アプリケーションや機能の具体的な活

用例を、教員と生徒でそれぞれ「使い方」「留意点」

「よさ」「改善点」に分けて表に示した。 

 ３つ目は、教員と生徒にインタビューし、ICTを活

用した授業の効果や課題について、それぞれの意見を

細かく聞き取り、１人１台端末の効果を明らかにした。 

 ４つ目は、「授業実践における学習場面の10の分類

例における１人１台端末を活用するときのポイント

と効果」を表にまとめた。 

図図１１  付付箋箋をを用用いいてて話話しし合合っったたJJaammbbooaarrdd のの画画面面  
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５ ２年次の調査研究の方法 

次の３つの研究に取り組む。 

・研究１「１人１台端末の活用に関する教員と生徒

の意識の把握」  

・研究２「１年次の成果を生かした学習場面に応じ

た１人１台端末の効果的な活用」 

・研究３「１人１台端末の活用に関する教員の意識

向上への取組」 

まず、研究１においては、研究協力校の教員、生

徒に対して「１人１台端末を活用した授業における

ICT 活用アンケート」を実施し、授業における１人

１台端末の活用に関する教員と生徒の意識の実態

を把握する。また、１年次の結果と比較することで、

２年次の活用の様子を把握する。次に、研究２にお

いては、１人１台端末の活用を取り入れた３つの授

業を設計し、実践する。実践後、生徒には、振り返

りアンケートやインタビューを行い、教員にはイン

タビューを行う。その結果から、１人１台端末活用

の効果の分析・整理を行い、「ICTを効果的に活用し

た学習場面の10の分類例」(文部科学省，2020)5）を

基に、６つの学習場面の分類例におけるICTを活用

した学習活動を具体的に提案する。そして、授業実

践を通し、ポイントと効果をまとめる。２年間の研

究において、10の学習場面すべての分類例のポイン

トと効果をまとめることとなる。最後に、研究３に

おいては、教員の１人１台端末の活用に関する意識

の向上を目指して、アプリケーションやクラウド体

験を行う研修会を実施する。研修会は、全教員対象

の全体研修会、個別で行う小規模な研修会やブース

形式の体験会の３種類を開催する。また授業参観後、

協議会での意見交換を行う。さらに、研究協力員会

議を開き、研究協力校同士の情報交換を行い、指導

講師からの助言を受け、成果と課題を明確にする。 

（教員 72回答） 

ⅡⅡ  調調査査研研究究のの内内容容

１１  研研究究１１  １１人人１１台台端端末末のの活活用用にに関関すするる教教員員とと  

生生徒徒のの意意識識のの把把握握  

研究１では、研究協力校の教員、生徒に対して、

５月と11月の２回、「１人１台端末を活用した授業

におけるICT 活用アンケート」を実施し、比較・分

析した。（資料２、３） 

＜問１＞ あなたは、担当教科の授業において、生

徒が１人１台端末を活用できるように

していますか。 

（教員 82回答） 

（教員 77回答） 

図図３３  授授業業ににおおけけるる１１人人１１台台端端末末のの活活用用ににつついいてて  

図図２２  １１年年次次  授授業業ににおおけけるる１１人人１１台台端端末末のの活活用用ににつついいてて

＜１年次 第１回（７月）＞ 
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問１「授業において１人１台端末を活用していま

すか」の結果から、活用する教員の割合が増加した

ことが分かった。「ほぼ毎日」では、８ポイント（１

年次７月から11ポイント）、「週に１～３回」では、

５ポイント（１年次７月から 14 ポイント）増加し

た。「ほとんど活用していない」では、13 ポイント

（１年次７月から25ポイント）減少がみられた。 

研究協力校において、２年間様々な研修や体験を行

ったことで教員のICT活用への意識が向上し、苦手意

識を軽減することができたと考える。 

＜問２＞ あなたは、１人１台端末を「特に」「ど

の場面」で活用したいですか。 

（教員 82回答） 

（生徒 1208 回答） 

＜問２＞あなたは、１人１台端末を「特に」「どの 

場面」で活用しましたか。 

（教員 77回答） 

（生徒 1160 回答） 

 

問２「１人１台端末を『特に』『どの場面』で活用

したいですか」（１回目５月）の結果において、教員

は、個別学習 49％、協働学習 37％とやや個別学習

が多かった。生徒は、個別学習51％と多く、一斉学

習と協働学習は同程度であった。２回目 11 月「１

人１台端末を『特に』『どの場面』で活用しましたか」

の結果において、教員は、個別学習が 54％と多く、

一斉学習と協働学習は同程度であった。生徒は、個

別学習が57％と多く、一斉学習と協働学習は同程度

図図４４  ２２年年次次  第第１１回回  授授業業ににおおけけるる学学習習場場面面のの活活用用ににつついいてて

図図５５  ２２年年次次  第第２２回回  授授業業ににおおけけるる学学習習場場面面のの活活用用ににつついいてて
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であった。これらの結果より、教員も生徒も、授業

において１人１台端末を活用する学習場面は、「個

別学習」が多いことが明らかになった。 

＜問３＞ １人１台端末を授業で活用したときに、 
どのような効果があると思いますか。

＜第１回（５月）＞「思う」の割合 

（教員①② 39、教員③ 43、生徒 1209 回答） 

＜第２回（11月）＞「思う」の割合 

（教員①② 46、教員③ 31、生徒 1160 回答） 

次に、問１「授業において、生徒が１人１台端末 

を活用していますか」での回答を基に、回答者を３

つに分類して分析を行った。①「ほぼ毎日」、②「週

に１～３回」、③「ほとんど活用させていない」とし、

それぞれを教員①、教員②、教員③と表す。 

問３「授業において1人１台端末を活用したとき

に、どのような効果があると思いますか」の結果か

ら、１人１台端末の効果について、「内容理解が進む」

「意見交換が進む」の２つの項目では、教員と生徒に

意識の違いがみられた。（図６）２年次の５月、11月

の２回の結果を平均すると、効果があると「思う」割

合は、「内容理解が進む」では、教員が23％に対して、

生徒は46％、「意見交換が進む」では、教員が30％に

対して、生徒は54％であった。１年次同様に、教員よ

りも生徒の方が２つの項目に関して、効果を実感して

いることから、教員自身が１人１台端末を積極的に活

用しながら、その効果を実感する必要性が見えてきた。 

「資料配布等の時間減」「資料共有が簡単」の２つ 

の項目では、教員と生徒どちらも、「思う」という回

答が60％以上と、高い結果となった。この２つの項

目については、教員も生徒も効果を実感しやすい項

目であるため、「思う」の割合が高かったと考える。

また、「内容理解が進む」「意見交換が進む」の２つの

項目においては、少し活用しただけでは効果を感じに

くい項目なので、自分の授業の様子だけでは、すぐに

は効果があると思えなかったのではないかと考える。

生徒は、様々な教科の様々な学習場面で活用している

ので、この２つの項目においても効果を実感している

生徒がみられたと考える。 

教員①：ほぼ毎日活用、教員②：週１～３回活用 

教員③：ほとんど活用していない 

項目 
（回答数） 

教教員員①①②②

（（3399 人人））

教教員員③③  

（（4433 人人））  

生生徒徒  

((11220099人人))

内内容容理理解解がが  

進進むむ  

2233  ％％  

（（９９人人））

2233  ％％  

（（1100 人人））  

4455  ％％  

（（554444人人））

意意見見交交換換がが  

進進むむ  

4411  ％％  

（（1166 人人））

2288  ％％  

（（1122 人人））  

5544  ％％  

（（664499人人））

配布等の時間 

減 

59 ％ 

（23人）

51 ％ 

（22人） 

60 ％ 

（726人）

資料共有が 

簡単 

85 ％ 

（33人）

60 ％ 

（26人） 

76 ％ 

（915人）

興味・関心が 

わく 

51 ％ 

（20人）

40 ％ 

（17人） 

46 ％ 

（559人）

項目 
（回答数） 

教教員員①①②②

（（3399 人人））

教教員員③③  

（（3311 人人））  

生生徒徒  

((11116600人人))

内内容容理理解解がが  

進進むむ  

2288  ％％  

（（1133 人人））

1166  ％％  

（（５５人人））  

4477  ％％  

（（554466人人））

意意見見交交換換がが  

進進むむ  

2288  ％％  

（（1133 人人））

2233  ％％  

（（７７人人））  

5533  ％％  

（（661122人人））

配布等の時間 

減 

52 ％ 

（24人）

39 ％ 

（12人） 

60 ％ 

（696人）

資料共有が 

簡単 

78 ％ 

（36人）

48 ％ 

（15人） 

72 ％ 

（833人）

興味・関心が 

わく 

54 ％ 

（25人）

39 ％ 

（12人） 

47 ％ 

（548人）

図図６６  11 人人 11台台端端末末活活用用のの効効果果ににつついいてて  図図７７  11 年年次次  第第１１回回  11 人人 11台台端端末末活活用用のの効効果果ににつついいてて

＜１年次 第１回（７月）＞ 

調
査
研
究
２
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２２  研研究究２２  １１年年次次のの成成果果をを生生かかししたた学学習習場場面面にに応応じじたた１１人人１１台台端端末末のの効効果果的的なな活活用用  

研究２では、３つの授業実践を行い、アンケートやインタビューから分析・整理を行った。  

（（11））授授業業実実践践のの考考察察

 ア 授業実践例１ Ａ中学校 第３学年 英語科 

※太太字字は、１人１台端末を活用した活動 

図図８８  第第３３学学年年  英英語語科科指指導導案案  

は、生徒の実態やICTの特性や強みを踏まえた授業を設計するための留意点 

英語科学習指導案

１ 題材名 学び方コーナー２ 文章の組み立て方

２ 指導計画（全体計画２時間）

第１次 個人による原稿の作成 １時間

第２次 グループによる文章の作成 １時間（本時）

３ 本時の学習

 目標

「つながりのある文章を書く」という視点でのグループ活動を通して、聞き手を意識したお勧めスポット紹

介文を書くことができる。

 展開

学習活動 指導上の留意点 〇指導◆評価（評価方法）★つまずきへの支援・手立て

（導入）

〇各各自自にに返返却却さされれたた ススラライイドドをを見見てて、、前前

時時のの学学習習をを確確認認すするる。

○見通しをもてるよう、本時の流れを ドキュメントで

配布する。

○録画した内容に がコメントを添付し、今後授業の開始時

に視聴することを伝え、活動への意欲を促す。

（展開）

〇学学習習活活動動のの確確認認、、提提示示

〇同じ場所を選んだ生徒とペアになり、その場

所のアピール文を協力して作成し、班班ののシシーー

トトににペペーースストトををすするる。。

〇修学旅行の班になり、３つ目のお勧めスポッ

トについて、自自分分のの意意見見をを班班ののススラライイドドにに英英

語語でで打打ちち込込むむ。。

〇話話合合いいをを通通ししててススピピーーチチをを完完成成ささせせ、、提提出出すす

るる。。

〇終終了了ししたた班班はは、、役役割割分分担担ををしし、、ススピピーーチチをを録録

画画すするる。。

（終末）

〇提出したスライドに、教員がコメント入力することで自信

をもって取り組めるようにする。

★ペアの人との理由の重なりがおきたり、文の流れが不自然

になったりしないよう、接続詞や他の表現方法を使うよう

に促す。

〇相手にアピールする原稿には、お勧めの理由、訪れた感

想、様子、興味をひくエピソードや例等を盛り込む必要が

あることを助言する。

〇意見を共有しやすいよう、一枚のスライドに全員で入力す

るようにする。

★英作文をスムーズに作成できない場合は、他の人の意見を

参考にするように助言する。

〇１人１台端末を活用して音読練習に取り組むように促す。

〇教室の空いたスペースを録画場所に指定し、そこで 支援

員が生徒の録画を支援する。

（終末）

〇 フフォォーームムでで本本時時のの自自分分のの取取組組ににつついいてて

自自己己評評価価をを入入力力すするる。。

◆ALT へのスピーチを作成する際、何を大切にしたかを自分の

言葉で表すことができる。

 授業の視点

班で１つのスピーチを作る際、意見を共有し、話合いを活性化させるのにスライドを活用することは有効で

あったか。

学習課題 の家族に楽しんでもらえる京都旅行のプレゼンスピーチを完成させよう。

班全員の意見が見えるようなスライドを作成し、全員が同時に入力できるようにする。

個々の意見を全体で共有することができるので、それぞれの意見のよさを取り入れなが

ら、相手に伝わるようなスピーチを作成することができる。
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前時に、生徒は京都修学旅行の際に作られた班

（３～４人）で、ALT に紹介する３つのスポットを

選んだ。その中で、２つのスポットについて、各自

が紹介文を作成した。紹介文は、教員から提示され

た定型文を利用しながら、各自で調べ、完成させた

ものである。教員は、紹介文作成の際、Classroom の

課題機能を利用し、紹介文入力用のテンプレート

（Google スライド使用）を配布した。生徒は、各自

に配布されたスライドに、自分のスポットについて、

紹介文を入力し、各自で提出した。 

 

 

 

 

 

本時では、教員から返却されたスライドを確認し、

教員からのアドバイスを参考に、各自が修正を行っ

た。４人班のうち、同じスポットを選んだ２人が各

自で考えたスポットの紹介文を合わせて、１つの紹

介文を完成させた。その後、事前に４人で考えてい

た３つ目のスポットについての紹介文作成に取り

組んだ。まず、各自が検索エンジンや翻訳アプリを

活用し、１つのスライドに３つ目のスポットの紹介

文を入力した。その後、そのスライドを見ながら、

班員と意見交換をし、修正を重ね、完成させた。 

 

・・ポポイインントト  

「「教教育育用用ププララッットトフフォォーームムをを用用いいてて、、課課題題作作成成、、

配配布布、、添添削削、、返返却却をを行行うう」」  

・・効効    果果  

「「配配布布かからら返返却却ままででのの時時間間がが短短縮縮さされれるる」」  

「「提提出出状状況況のの把把握握がが容容易易ににななるる」」  

「「添添削削のの履履歴歴がが残残りり活活用用すするるここととががででききるる」」  

学学習習場場面面：：ＢＢ１１((個個にに応応じじるる学学習習))

図図９９  旅旅行行ススポポッットトのの紹紹介介文文  

図図 1100  ３３つつ目目のの旅旅行行ススポポッットトのの紹紹介介文文

・・ポポイインントト  

「「ススラライイドドをを用用いいてて複複数数のの意意見見をを共共有有ででききるるよよ

ううにに工工夫夫しし各各自自のの意意見見をを一一覧覧でで見見るるここととががでで

ききるるよよううににすするる」」  

・・効効    果果  

「「各各自自のの意意見見をを可可視視化化すするるここととでで他他のの意意見見やや考考

ええがが一一目目でで分分かかりり、、そそれれにによよりりググルルーーププででのの

話話合合いいがが活活性性化化しし、、意意見見整整理理等等をを容容易易にに行行うう

ここととががででききるる」」  

学学習習場場面面：：ＣＣ２２((協協働働ででのの意意見見整整理理))

図図 1111  協協働働ででのの意意見見整整理理のの様様子子  

調
査
研
究
２
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３つ目のスポットの紹介文が完成した後、紹介文

のスピーチ練習を行った。全員が１回は必ず話すこ

とを条件とし、役割分担をした。１人１台端末の録

画機能を活用し、各班でプレゼンスピーチの録画を

行った。録画した映像を見返し、修正を加え、撮り

直す班もみられた。完成したスポット紹介動画を

Classroom にアップロードし、他の班の動画を見る

ことができるようにした。   

 

 

 

授業の終末には、生徒はフォームを使って、本時

のICT 活用について振り返りを行った。 

学習後のアンケートの「ALTの家族へのおすすめス

ポットの理由を英語で表現できましたか」では、「で

きた」「どちらかといえばできた」を合わせると76％

がおすすめスポットの理由を英語で表現できたと

回答した。また、「他の人の英文や意見を参考に原稿

作成に取り組めましたか」では、67％が「できた」

と回答し、「どちらかといえばできた」と合わせると、

91％となった。スライドを活用することで共有が簡

単にでき、他の意見を参考にしやすかったと考えら

れる。 

 生徒の感想からは、「伝えたい魅力がたくさんあ

ったのですべてを英語で表現することは難しかっ

たが、みんなの知恵を出し合ってなんとか英文を作

り上げることができた」「難しかったけれど、自分の

伝えたいことをできる限り英語で書けたのでうれ

しかった」と難しさを感じながらも、班員と協力す

ることで解決し、達成感を得ていることが分かり、

１人１台端末活用の効果を実感していることが示

された。 

・・ポポイインントト  

「「検検索索エエンンジジンンやや翻翻訳訳アアププリリをを用用いいてて、、調調べべ学学

習習をを行行うう環環境境をを整整ええるる」」  

・・効効    果果  

「「個個別別学学習習ににおおいいてて学学習習活活動動がが停停滞滞ししてていいるる場場

合合にに、、必必要要なな情情報報をを手手にに入入れれ、、次次のの学学びびににつつ

ななげげるるここととががででききるる」」  

学学習習場場面面：：ＢＢ２２((調調査査活活動動))

・・ポポイインントト  

「「録録画画機機能能をを用用いいてて、、ググルルーーププののメメンンババーーとと一一緒緒にに

ススピピーーチチのの録録画画をを行行うう」」  

・・効効    果果  

「「各各自自でで自自分分ののススピピーーチチをを確確認認しし、、改改善善点点をを見見付付

けけ、、よよりりよよいい表表現現にに修修正正すするるここととががででききるる」」  

「「ググルルーーププののメメンンババーーとと表表現現がが適適切切かかをを互互いいにに確確

認認すするるここととががででききるる」」  

図図 1122  旅旅行行ススポポッットトのの紹紹介介文文作作成成のの調調査査活活動動のの様様子子

学学習習場場面面：：ＣＣ１１((発発表表やや話話合合いい))  

図図 1133  旅旅行行ススポポッットトススピピーーチチのの録録画画のの様様子子  

図図 1144  生生徒徒のの振振りり返返りりアアンンケケーートトのの結結果果  
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 イ 授業実践例２ Ｂ高等学校 第２学年 英語科 

※太太字字は、１人１台端末を活用した活動 

図図 1155  第第２２学学年年  英英語語科科指指導導案案  

は、生徒の実態やICTの特性や強みを踏まえた授業を設計するための留意点 

英語科学習指導案 

教 科 科 目 単 位 数 時  限 指 導 者 

英語 論理・表現Ⅰ ２ 第２限 ○○ ○○ 

単 元 名 
Lesson3 Tips on Visting a Japanese Temple 

ルールや注意事項を説明しよう[助動詞] 
使用教材

タブレット、スクリーン、 

プロジェクター 

主 題 立山を訪れる外国人旅行者のために、登山のルールやマナーをまとめて発表しよう。 

目 標 
・自分の見付けた登山のルールやマナーについて助動詞を使って英語で説明する。 

・立山登山のルールやマナーを班でポスターにまとめ、グループで発表する。 

学 習 活 動 指導上の留意点 評 価 規 準 評 価 方 法

導 

入 

・前時の復習をする。 

・前時に作成した英文を見直

す。 

・本時の目標を確認する。 

・・前前時時にに生生徒徒ががククララススルルーー

ムムをを通通じじてて提提出出ししたた課課題題

をを返返却却ししてておおくく。。（（学学習習

場場面面 BB11,,BB55））  

展 

開 

・グループ内で自分が見つけ

た登山のルールやマナーを

発表する。 

・グループ内で外国人観光客

に知ってほしい５つのルー

ルを選ぶ。 

・グループのリーダーを決

め、Canva の共同編集の設

定をする。 

・・ポポススタターーのの共共同同編編集集をを始始

めめるる。。（（学学習習場場面面 CC33））  

・作成したポスターを用いて

登山のルールやマナーを発

表する。 

・・発発表表ししたた班班ののポポススタターーにに

CCaannvvaa 上上ででココメメンントトををすす

るる。。（（学学習習場場面面 CC11））  

・英語で話すよう促す。 

・・自自分分のの見見つつけけたた注注意意事事項項

ををタタブブレレッットトにに表表示示ししてて

班班員員にに提提示示ししななががらら話話すす

よようう促促すす。。((学学習習場場面面 CC11))  

・スムーズに設定できるよう

班で役割分担するよう促

す。 

・助言については、作成状況

に合わせて教師がコメント

機能を使って知らせる。 

・・発発表表すするる班班ののポポススタターーをを

黒黒板板ののススククリリーーンンにに映映

すす。。（（学学習習場場面面 AA１１））  

・生徒にコメントする観点を

伝えておく。 

・自分の見付けたルール

を英語で相手に伝えよ

うとしている。 

【思考・判断・表現】 

・グループで役割分担を

し、積極的にポスター

制作に取り組もうとし

ている。 

【主体的に学習に取り組

む態度】 

・机間指導 

・生徒の様子

・机間指導 

・発表の様子

・コメント 

ま 

と 

め 

・次回の確認 ・発表できなかった班は次回

発表することを伝える。 

英作文の単語や表現方法について、コメ

ント機能を用いて添削を行った。 

個の意見をもつことより、協働学習にお

いてどのように表現すれば相手に効果的

に伝えることができるかについて考えを

深めることができる。 

調
査
研
究
２

行っておく。

付

すす

作成

る。 （学習場面 C3）る。 （学習場面 C3）
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前時に、生徒は立山登山のルールやマナーを５つ

考えた。教科書本文の「富士山を訪れる外国人旅行

者のために注意すべきこと」や「夏休みに実施した

立山登山の経験」を基に、外国人に向けて、５つの

ルールやマナーを英文に表した。教員は、Classroom

の課題機能を利用し、紹介文入力用のテンプレート

（Google ドキュメント使用）を配布した。また、返

却時には、提案モードにより生徒に修正箇所を示し

た。生徒は、各自に配布されたテンプレートに、自

分が考えたルールやマナーについての英文を入力

し、各自で提出した。 

本時では、教員から返却されたドキュメントにお

いて、提案モードで示された修正箇所を確認し、各

自で修正を行った。 

 

 

 

 

 

３～４人の班内でコンセプトを決め、そのコンセ

プトに即した立山登山のルールやマナーを各自が

考えたものから選んだり、新しく付け加えたりした。

その後、ポスター作成の役割分担を決め、Canva を

用いて、共同編集を行いながら完成させた。 

 

  

 

 

完成したポスターをClassroomに班ごとにアップ

ロードした。班ごとに作成したポスターについて、

全体の前で発表を行った。発表の後すぐに、各自が

コメント機能を用いて、ポスターに対して意見や感

想を入力した。その意見や感想がリアルタイムに反

映され、全体で共有することができた。 

・・ポポイインントト  

「「教教育育用用ププララッットトフフォォーームムのの課課題題返返却却ににおおけけるる

提提案案モモーードドをを使使うう」」  

・・効効    果果  

「「教教師師のの提提案案をを参参考考ににすするるここととががででききるる」」  

「「よよりりよよいい英英語語表表現現にに改改善善すするるここととががででききるる」」  

学学習習場場面面：：ＢＢ１１((個個にに応応じじるる学学習習))

図図 1166  立立山山登登山山ののルルーールルややママナナーー（（５５つつ））  

図図 1177  立立山山登登山山ののルルーールルややママナナーーのの班班ごごととののココンンセセププトト

・・ポポイインントト  

「「共共同同編編集集機機能能をを用用いいてて、、ググルルーーププののメメンンババーー

がが同同時時にに作作業業をを行行うう」」  

・・効効    果果  

「「ググルルーーププでで役役割割分分担担しし、、各各自自がが自自分分のの割割りり当当

ててらられれたた部部分分をを作作成成すするるここととががででききるる」」  

「「同同時時にに内内容容やや表表現現がが適適切切かかをを互互いいにに確確認認すするる

ここととががででききるる」」  

学学習習場場面面：：ＣＣ３３((協協働働制制作作))

図図 1188  立立山山登登山山ののルルーールルややママナナーーポポススタターー  
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さらに、Ｂ高等学校は、立山町と連携事業を行っ

ていることから、作成したポスターの中から優秀作

品を１点選び、立山町商工観光課に送った。そのポ

スターを立山黒部貫光株式会社で拡大し、立山駅に

掲示していただいた。掲示した後に、立山黒部貫光

株式会社の方と優秀作品のポスターを作成した生

徒２人をオンラインでつないだ。立山黒部貫光の方

からは、立山駅に掲示されたポスターを見た外国人

の方のポスターについての感想を生徒に伝えてい

ただいた。また、企業が今後求めるポスターの内容

についても話していただいた。生徒は、「自分たちの

ポスターの感想を実際に聞くことができて、うれし

かった」と話した。担当教員は、「来年度の授業構想

についてアイディアが浮かび、意欲をもてた」と述

べた。 

 

 

授業の終末には、生徒はフォームを使って、本時

のICT 活用について振り返りを行った。 

学習後のアンケートの「Canvaを用いてグループで

共同編集しながら作成したことで、各自の英語の表

現が適切か互いに確認することができましたか」で

は、「できた」「ややできた」を合わせると97％であ

り、ほぼ全ての生徒が共同編集機能を用いて表現が

適切かを確認することができた。また、「Canva のコ

メント機能を使ったことで、よりよい英語表現につ

いて考えることができましたか」では、「できた」「や

やできた」を合わせると83％であり、多くの生徒が

コメント機能を活用することで、よりよい英語表現

を考えることができた。 

 生徒の感想からは、「グループの人と相談しなが

ら作ったことで、分からないところをすぐに解決で

きたり、自分にはなかったものを取り入れたりする

ことができたのでこれからもやりたいなと思った」

「グループで話し合いながらポスターを作ったの

で、楽しく作ることができたし、みんなで確認しな

がら進めたので間違いが少なくなった」などと、班

員と共同編集することのよさを実感していたこと

が分かった。 

・・ポポイインントト  

「「発発表表資資料料をを全全体体でで共共有有ししたた状状態態でで、、発発表表すするる」」

・・効効    果果  

「「発発表表をを聞聞ききななががらら、、ココメメンントト機機能能ででのの即即時時フフ

ィィーードドババッッククがが可可能能ととななるる」」  

学学習習場場面面：：ＣＣ１１((発発表表やや話話合合いい))

・・ポポイインントト  

「「目目的的にに合合っったた交交流流のの場場（（評評価価のの場場））をを設設定定すするる」」

・・効効    果果  

「「活活動動内内容容をを振振りり返返りり、、達達成成感感をを得得たたりり、、改改善善点点をを

見見付付けけたたりりすするるここととががででききるる」」  

図図 1199  ココメメンントト機機能能をを用用いいたたフフィィーードドババッッククのの様様子子

学学習習場場面面：：ＣＣ４４((遠遠隔隔地地ととのの交交流流))

図図 2200  生生徒徒のの振振りり返返りりアアンンケケーートトのの結結果果  

調
査
研
究
２
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ウ 授業実践例３ Ｂ高等学校 第２学年 数学科 

※太太字字は、１人１台端末を活用した活動 

 

は、生徒の実態やICTの特性や強みを踏まえた授業を設計するための留意点 

図図 2211  第第２２学学年年  数数学学科科指指導導案案  

教 科 科 目 単 位 数 時  限 指 導 者 

数学 数学Ⅱ ４ 第５限 ○○ ○○ 

単 元 名 図形と方程式 使用教材 
タブレット、スクリーン、 

プロジェクター 

主 題 ２つの円の交点を通る図形 

目 標 
２つの円の交点を通る図形の方程式が k（定数）によってどのように変化するかを考

え課題に取り組む。 

学 習 活 動 指導上の留意点 評 価 規 準 評価方法 

導 

入 

・本時で扱う図形を確認する。

（動画を観る） 

・２つの円の交点を通る図形の方

程式がどのような図形になるか

を予想する。 

・本時で重なった２つの

円を題材に扱うことを

伝える。（動画） 

 

 

 

 

展 

開 

・各各自自でで kk ににいいくくつつかかのの値値をを入入れれ

てて計計算算しし、、JJaammbbooaarrdd ににアアッッププ

すするる。。（（学学習習場場面面ＢＢ４４)) 

・本時の目標を提示する。 

 

 

・GeoGebra を用いて、課題の方程

式を入力する。 

・・ススラライイダダーー機機能能をを使使っってて kk をを変変

化化ささせせてて、、図図形形のの特特徴徴をを考考ええ

るる。。（（学学習習場場面面ＢＢ３３））  
・・kk のの値値をを限限りりななくく、、大大ききくくししたた

りり小小ささくくししたたりりししたた場場合合ににどどのの

よよううなな図図形形ににななるるかかをを考考ええるる。。

（（学学習習場場面面ＢＢ３３））  

・・自自分分のの意意見見をを JJaammbbooaarrdd ににままとと

めめ、、ググルルーーププでで話話しし合合うう。。  

（（学学習習場場面面ＣＣ２２））  

・・式式変変形形のの結結果果かからら kk をを限限りりななくく

大大ききくくししたたりり、、小小ささくくししたたりりしし

たた場場合合にに kk がが掛掛けけらられれてていいるる円円

のの方方程程式式がが表表すす図図形形にに近近づづいいてて

いいくくここととをを確確認認すするる。。  

・計算した方程式がどの

ような図形だと考えら

れるか、生徒を指名し

て意見を聞く。 

k=-1 の場合に直線にな

ることに気付かせる。 

 

 

・定数kを用いた方程式の

入力方法を説明する。 

・常に２つの円の交点を

通っていることをおさ

える。 

・k の値の上限下限の変更

方法を伝える。 

・Jamboard の付箋の色分

けの使い方を伝える。 

自分の意見：青色付箋 

意見の変化：赤色付箋 

まとめ  ：橙色付箋 

・図形を拡大して、k が掛

けられている円の方程

式が表す図形に近づい

ていくが、一致はしな

いことに気付かせる。 

・式変形後、k を限りなく

大きくしたり、小さく

したりすると k が掛け

られている円の方程式

が表す図形に近づいて

いくが、一致はしない

ことを反比例のグラフ

から説明する。 

・計算した式が直

線や円の方程式

であることが分

かる。 

【知識・技能】 

 

 

・２つの円の交点

を通る図形の方

程式が k によっ

てどのように変

化するかを考え

Jamboard にまと

めている。 

【主体的に学習に

取り組む態度】 

・ｋの値をどんな

に大きく、小さ

く変化させても

一致しない円が

あることについ

て拡大機能を用

いて確かめる。 

【思考・判断・表

現】 

・Jamboard 

・机間指導 

・生徒の発言 

 

 

・Jamboard 

・机間指導 

ま

と

め 

・本時の振り返りをフォームで行 

う。 

・本時の学習内容を理解 

し、ねらいが達成した 

かどうか確認する。 

・フォーム 

各自がアップしたものを端末で確認し、課題解決につながる考え

をもった生徒を意図的に指名する。 

参考になる意見を共有することができるので、問題意識を高め、

課題解決の見通しをもつことができる。 

自分で計算したり、他の生徒の考えに触れたりしたタイミングでシミュレーションアプリを活用する場を設定す 

る。他の生徒の考えを取り入れて自分の考えをつくり、グラフの変化の様子をアプリで確かめることができる。 
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本時では、２つの円の交点を通る図形の方程式が

どのような図形になるかについて考えた。まず、「ｋ

（ｘ２＋ｙ２－12）＋（ｘ２＋ｙ２－８ｘ＋６ｙ＋12）

＝０」のｋに各自で好きな数字を当てはめてプリン

トで計算し、計算した結果を１人１台端末でスクリ

ーンショットし、Jamboard に貼り付けた。次に、

GeoGebra を活用し、ｋの値を変化させ、この図形の

特徴を先ほど使用したJamboard にまとめた。 

 

 

 

 

 

さらに、ｋの値を限りなく、大きくしたり小さく

したりした場合にどのような図形になるかを考え

た。Jamboard の一番右側にデジタル付箋を活用して

まとめ、各自の付箋を見ながら班（２～３人）で意

見交換をした。意見交換後、個人での考えを基に、

最後の課題について考えた。その際は、自分の意見

をまず青色の付箋で、意見交換によって出てきた考

えは赤色の付箋で記入した。 

 

最後に、「ｋの値を変化させると２つの円は一致

するのか」と問いかけ、GeoGebra の拡大機能を用い

て確かめた。拡大前は一致しているように見えるが、

拡大すると実際は一致していないことを確認する

ことができた。 

・・ポポイインントト  

「「シシミミュュレレーーシショョンンアアププリリをを用用いいてて、、作作図図ををししたた

りり、、図図をを変変形形ししたたりりすするる」」  

・・効効    果果  

「「対対象象（（式式ややデデーータタ等等））をを視視覚覚的的にに表表しし、、理理解解をを深深

めめるるここととががででききるる」」  

「「パパララメメーータターーをを変変化化ささせせるるここととでで図図のの変変化化をを可可

視視化化しし、、特特徴徴をを理理解解すするるここととががででききるる」」  

学学習習場場面面：：ＢＢ３３((思思考考をを深深めめるる学学習習))

図図 2222  ２２つつのの円円のの交交点点をを通通るる図図形形  

図図 2244  自自分分のの考考ええやや解解答答をを JJaammbbooaarrdd ににままととめめたた様様子子  

・・ポポイインントト  

「「デデジジタタルルボボーードドをを３３分分割割しし、、そそれれぞぞれれのの部部分分

にに表表すす内内容容をを決決めめ、、自自分分のの思思考考のの過過程程がが分分かか

るるよよううににすするる」」  

・・効効    果果  

「「授授業業のの中中ででどどののよよううにに考考ええがが深深ままっったたかか、、思思

考考のの過過程程をを可可視視化化すするるここととががでできき、、自自分分のの思思

考考をを振振りり返返るるここととががででききるる」」  

学学習習場場面面：：ＢＢ４４((表表現現・・制制作作))

図図 2255  JJaammbbooaarrdd をを共共有有ししてていいるる様様子子

図図 2233  ２２つつのの円円のの交交点点をを通通るる図図形形ににつついいてて思思考考をを深深めめてていいるる様様子子

図図 2266  GGeeooGGeebbrraa  拡拡大大機機能能のの様様子子  

調
査
研
究
２
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授業の終末には、生徒はフォームを使って、本時

の ICT を活用した学びについて振り返りを行った。 

学習後のアンケートの「今日の授業で思考が深ま

りましたか」では、57％が「深まった」と回答し、

「やや深まった」と合わせると全員の生徒が本時の

授業において思考が深まった。また、「GeoGebra を

活用して、課題に対して理解が深まりましたか」で

は、71％が「深まった」と回答し、「やや深まった」

と合わせると、同様に全員の生徒が GeoGebra を活

用して理解が深まった。 

生徒の感想には、「普段、かくことができない細か

い図形も可視化することができたので、よかった」

「GeoGebra を使うことで実際にｋの値が動く様子

を理解することができた」「今までは板書を写して

それから問題を解いていましたが、GeoGebra を使う

と自分で理解することができたのでとても分かり

やすかったのと、楽しかった」などの回答がみられ

た。 

そして、「自分の考えをJamboard にまとめること

ができましたか」では、43％が「できた」と回答し、

「ややできた」と合わせると約８割の生徒が、自分

の考えを Jamboard にまとめることができた。さら

に、「１人１台端末を活用することで、授業の内容理

解が進みましたか」では、57％が「進んだ」と回答

し、「やや進んだ」と合わせると、全員の生徒が１人

１台端末を活用することで、授業の内容理解が進ん

だ。 

生徒の感想には、「Jamboard を使うことによって

他の人の考えを見ることができていいなと思った」

「Jamboard を使うことであまり会話が得意でない

子も意見をしっかりと出せるのがいいと思った」

「グループワークをすることで、みんなの意見を聞

きながら自分の考えと比較することができたので

よかった」などの回答があり、授業の中で、Jamboard

の活用の効果を実感している様子がみられた。 

図図 2277  生生徒徒のの振振りり返返りりアアンンケケーートト結結果果  

（（思思考考やや理理解解のの深深ままりり））  
図図 2288  生生徒徒のの振振りり返返りりアアンンケケーートトのの結結果果  

（（JJaammbbooaarrdd、、内内容容理理解解））  
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（（22））授授業業実実践践かからら分分かかっったたこことと  

授業実践後の振り返りアンケートの結果から、１ 

人１台端末を活用した授業は、今までの授業に比べ 

て、様々な効果が期待できることが分かった。 

３つの授業実践を基に、これまでの授業と１人１

台端末を活用した授業とを比較し、結果を「表１」に

示す。 

表表１１ 「「ここれれままででのの授授業業（（１１人人１１台台端端末末配配布布前前））」」とと「「１１人人１１台台端端末末をを含含むむIICCTT をを用用ししたた授授業業」」ととのの比比較較 

これまでの授業（１人１台端末配布前） １人１台端末を活用した授業 

中３英語 ・教員が課題プリントを配布する。 

・生徒がプリントに記入し、教員に提 

出する。時間内に終わらなかった場 

合には、後で教員に提出しに行く。 

・教員が提出されたプリントに赤ペン

で訂正し、授業の最初に配布する。 

・教員が本時の流れをプリントで配布 

する。 

・生徒が、意見をまとめる際には、各

自のプリントを見せ合い、全体をま

とめる用紙に代表が記入する。 

・生徒４人が一人一人考えた英文をプ

リントかノートで見せ合い、１つの

文章を作成する。 

・教員は、机間指導をしながら、困っ

ている生徒や意見交換が進んでいな

い班がいないか確認する。 

・生徒が発表用のスライドが完成した

ら、発表練習を行い、発表する。発

表の様子が残らないので、修正点が

明確になりにくい。 

・他の班の発表をその場で一度しか聞

くことができない。 

・教員は、発表の様子を後から確認す

ることができない。 

・生徒が授業後に振り返りをプリント

に書き、提出する。 

・Classroom の課題配信機能を用いて、各生徒に課 

題スライドを配る。 

・Classroom で課題を提出する。その時間内に終わ 

らなかった場合には、課外や家庭で取り組み、終

わったらすぐに提出できる。 

・訂正箇所や内容についての意見をコメントで入力

し、Classroom の返却機能で返却する。 

・Classroom の本時の授業のトピックスにアップロー

ドする。 

・班ごとのスライドに、自分の考えた英文を貼り付

け、意見交換を行い、合わせた文章を作成する。 

・４人同時に、自分の考えた英文を入力し、他の人

の意見も見ながら、１つの文章を完成させる。 

・教員は、班ごとのまとめスライドを１人１台端末

で確認し、班ごとの進行状況を把握することがで

きる。遅れている班をピンポイントで見付け、助

言をすることができる。 

・スライドが完成したら、発表練習を行い、録画機

能を用いて発表を録画する。録画後、その動画を

見て、修正点を見付け、自分たちが納得するまで

何度でも撮り直すことができる。録画した動画を

見ることで、修正点を簡単に見付けることができ

る。 

・班ごとに録画した動画をClassroom にアップロー

ドすることで、他の班の発表をいつでも、どこで

も、何度でも見ることができる。 

・教員は、アップロードされた動画を確認すること

ができる。 

・フォームで振り返りアンケートを入力する。 

調
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高２英語 ・教員がプリントに赤ペンで訂正を

し、授業の最初に配布する。 

・生徒は返却されたプリントを見て、

訂正箇所を参考に、もう一度書く。 

・生徒が、各自で考えた５つのルール

やマナーについて、プリントを見せ

ながら発表する。（白黒） 

・各班の代表が、決めたコンセプトを

黒板に記入する。 

・班ごとに役割分担をし、模造紙にま

とめる。そのとき、実際に書く人が

制限される。 

・班ごとに完成したポスターをクラス

に掲示する。掲示に時間がかかり、

場所を取るので一定期間のみの掲示

になる。 

・各班が作成したポスターについての

意見や感想を付箋に記入し、そのポ

スターに貼る。 

・ポスターを送った企業に生徒が直接 

訪問し、意見や感想を聞く。 

・訂正箇所や内容についての意見を、提案モードを

用いて、Classroom で返却する。 

・返却されたドキュメントを確認し、提案モードを

受け入れるかどうか考え、承認ボタンを押す。 

・自分の１人１台端末に入力したドキュメントを見 

せながら発表する。（カラー） 

・スプレッドシートに、各班で決めたコンセプトを

入力する。他の班とコンセプトが重なった場合は

すぐに修正が可能。 

・共同編集機能を用いて、各自が１人１台端末を同

時に活用し、役割分担した部分のみを編集するこ

とができる。 

・完成したポスターのリンクをClassroom にアップ

ロードすることで、他の班のポスターを各自が１

人１台端末で見ることができる。 

・コメント機能を用いることで、各自が同時に他の

班のポスターに意見や感想を入力することができ

る。また、タイムリーに自分の班に寄せられたコ

メントを確認することができる。リンクの共有に

よるデジタルでの閲覧なので、掲載期間は自由に

設定できる。 

・オンラインミーティングアプリを活用し、学校と

企業とをつなぎ、その場で、意見や感想を聞くこ

とができる。 

高２数学 ・生徒がkの値を入れた後、実際にグ

ラフを一つ一つかく。 

・生徒が授業の内での学びをプリント

とノートでまとめる。他の人の考え

は、プリントやノートを見せてもら

う。教員には、プリントやノートを

提出する。 

・２つのグラフが重なるかどうかを調

べるときには、正確にグラフをかい

てみる。または、最終的な解答を教

員から聞く。 

・GeoGebra を活用し、ｋの値を変化しながら、グラ

フを示すことができる。また、ｋの値の変化によ

るグラフの変化の様子を確認できる。 

・Jamboard の中で割り当てられたフレームに、各自

がプリントやGeoGebra のグラフをスクリーンショ

ットしたものを貼り付ける。グループでの話合い

での意見の変化を、付箋機能を用いて可視化する

ことができる。他の人の考えについては、各自が

Jamboard 上で確認することができる。教員もクラ

ス全員の考えをJamboard 上で、いつでも、どこで

も確認することができる。 

・GeoGebra の拡大機能を用いて、普通の倍率では２

つのグラフが重なっているように見えるが、倍率

を上げていくうちに、実際は重なっていないこと

を目で確認することができる。 

2―172―16
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（（33））教教員員、、生生徒徒イインンタタビビュューーかからら分分かかっったたこことと  

授業実践後に、授業実践者の教員（３名）と生徒

（16名）に対してインタビューを行った。 

ア 教員へのインタビュー 

(ｱ) 質問１「授業実践をされてどうでしたか」 

「授業で１人１台端末を活用するイメージがわ

いた」「１人１台端末を活用すると生徒の意欲の高

まりにつながる、ということに気付くことができた」

「Classroomの課題機能（配信、提出、評価）が使

えるようになった」など、新しいアプリケーション

の活用ができるようになり、１人１台端末を活用し

ながら授業をどのように組み立てていくかを一層

考えるようになったことがうかがえる。 

(ｲ) 質問２「研究授業の後、１人１台端末をどの 

ように活用されていますか」 

「今まではフォームやスライドを主に使ってい

たが、最近はスプレッドシートも使用するようにな

った」「データ共有することで、他の人の真似をし

たり、進捗状況を確かめたりできるようにしている」

など、研究授業を契機に、１人１台端末を活用して

いこうとする姿勢がみられるようになった。 

今回の研究授業を通して、教員は、１人１台端末

を様々な教科等の学習場面、領域に応用できること

を実感した。今後は、さらなる効果や課題及びその

解決方法等を見付けていきながら、授業における１

人１台端末を含む ICT の活用が進むことを期待し

たい。 

(ｳ) 質問３「教員が感じる授業における１人１台 

端末の効果的な活用はありますか」 

今回の授業実践や他の授業実践を参観した教員

からは「他の人との共有が簡単であり、共同編集が

しやすい」「課題の配付、提出、管理が確実に行え

る」「授業時間外、学校外でも活動できる」などの

回答があり、１人１台端末の効果的な活用を自分な

りに考えることができるようになってきたことが

分かった。教員自身が、どの学習場面において活用

すれば効果的であるかを考え、様々な方法を試しな

がら、１人１台端末の活用を進めていくことが大切

であることが示唆された。 

(ｴ) 質問４「Google翻訳の活用について、どのよ 

    うにお考えですか」 

「知らないことを自分で調べる力を付けたいの

であれば制限なしでいいと思うが、目的をもって活

用するべきだと感じる」「これからは、複数のサイ

ト（生成 AI も同様に）を活用して必要な情報を取

捨選択できるような力を付ける必要がある」

「Google 翻訳が 100％正しいわけではないことを

知った上で、用途に応じた活用をしてほしい」など

の意見があった。また、翻訳機能をどのように活用

していくか、教員自身も、まだまだ試行錯誤してい

る段階であり、学校としてのどのように活用してい

くか、ルールづくりが必要である。 

(ｵ) 質問５「GeoGebraの活用について、どのよ 

 うにお考えですか」 

「式を入力したらすぐにグラフが出るので便利

だが、数学は論理的に考え、思考力を深めることが

大切なので、先に自分で考え、そこで疑問や確かめ

のときに活用すると効果的だと思う」「指数で、10

の何乗のように自分で値をどんどん変化させるこ

とができるので、思考を可視化できる面は素晴らし

い」「数学の苦手な生徒や、極限をまだ習っていな

い生徒がイメージをもつことができるので楽しく

学ぶことができる」などの意見があった。さらに、

翻訳機能と同様に、どの学習場面で、どのように活

用させるべきであるか、さらに考えていく必要があ

る。 

このように、教員は１人１台端末を活用した授業

実践を進める中で、新しいことにチャレンジした結

果、多くのことを学ぶことができた。また、生徒が

いつも以上に生き生きと取り組んでいる姿を目の

当たりにしたので、教員自身、大きな達成感や充実

感を得たと考える。さらに授業設計を一人で考える

のではなく、教職大学院生や総合教育センター研究

主事と一緒に考えることで、様々なアプリの特性や

強みを知り、教員自身がICT活用スキルを高めなが

ら、授業のねらいに迫るための効果的な活用を考え

ることができたと感じた。特に、１人１台端末の活

用については、学習場面での活用を考えれば、教科・

単元に関係なく参考にすることができる。これから

は、教科や学年、学校全体で１人１台端末を活用し

た授業のアイディアを出し合い、共有し、試行して 

いく必要があることが明らかになった。 

調
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イ 生徒のインタビュー 

(ｱ) 質問１「Classroomの課題機能について」 

「考えるのに時間がかかり、授業内に提出でき 

ないことがある。その時に職員室まで行かずに、 

端末から提出できる方がよい」「いつでも提出で 

きるところがいい。家でも提出できて便利である」 

など、授業時間外にも簡単に提出できるよさを実 

感していた。 

(ｲ) 質問２「紙や黒板で行う授業と１人１台端末 

を活用する授業を比べると」 

「端末を活用した方がよい。各自のスライドか 

ら１つのスライドに写すときに、簡単にコピーで 

きた」「端末だと、ボタン一つで文字を消せたり、 

修正したりできるので、時短になる」「紙だとみ 

んなで書くときに、１箇所に集まらなければいけ 

ないので、端末の方がよい」「今はスマホなどに 

慣れているから、端末を活用した方が、集中力が 

もつ」というような「端末を活用した方がよい」 

という意見もあれば、「計算が大部分の授業では、 

自分で解くことができる方がよいので、そのとき 

は紙がよい」「式を入力すればすぐに答えが出る 

から自分でやっている感じがしないので、まず、 

自分で紙に計算してからGeoGebra を活用し、確 

かめた方がよい」という意見もあった。 

 このように、生徒は、おおむね端末の活用のよ 

さを感じており、活用を肯定的に捉えているが、 

特定の学習活動においては、紙の方が効果的であ 

るとも感じている。教員が適切にどちらを活用す 

るか考えたり、生徒自身が取捨選択したりできる 

ようにすることも必要だと考える。 

(ｳ) 質問３「１人１台端末を活用すると、内容理 

解が進むと思うか」 

「教科書だと図形の動きが分からないけど、端

末があると動きを動画で見ることができ分かり

やすかった」「分からない単語があったとき、端

末だとすぐ調べられることがよい。辞書は重く、

持ち運びに時間がかかる」「端末を使うことで他

の人の意見を見られるなど別の手段で考えが深

まる」など、内容理解が進むと回答した生徒が多

かった。特に、動画を活用することで、理解が進

むと感じている。 

(ｴ) 質問４「Google翻訳を使ってみて」 

「普段使わない単語を知ることができた」「分

からない単語をすぐに調べることができた」「紙

の辞書ではできない、発音の確かめができる」な

ど、スピードや音声コンテンツのよさ等を実感し

ていることが示された。 

(ｵ) 質問５「GeoGebra を使ってグラフをかくのと、 

一度紙にかいて確かめるのとでは、ど 

ちらが先がよかったか」 

「想像しやすいから、先に紙にかいたほうがよ 

い」「勉強するとしたら紙から入ったほうがよい 

けど、私はグラフが苦手だから最初はGeoGebraか 

ら入って、安心してからかきたい」「GeoGebra で 

入力すると答えがすぐに分かるから、先に紙にか 

いたほうがよかった。自分で紙にかいて考えたい」 

など、まず自分で考え、それを確かめるためにア 

プリを活用する方が効果的だと感じる生徒が多 

かった。 

(ｶ) 質問６「今日の授業で一番楽しかったところ  

はどこか」 

「グループの場面が楽しかった。自分一人では

つまずくところでも、グループだったら意見共有

して教えた」「みんなと意見を共有して話せたか

ら、みんなでデザインを決めるところが楽しかっ

た」「新しい文章を考えるところが楽しかった。み

んなの考えを知ることで、自分の考えが深まった」

など、グループ活動を楽しかったと感じた生徒が

多かった。グループ活動の中で、意見の共有が容

易にできたことにより、意見交換が進み、新たな

考えをもてたからだと考える。 
図図 2299  生生徒徒へへののイインンタタビビュューーのの様様子子  
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（（44））授授業業実実践践をを通通ししててのの「「１１人人１１台台端端末末をを活活用用すするるととききののポポイインントトとと効効果果」」

１年次の調査研究では、５つの分類例における 11

の活用のポイントと効果を明らかにし、表にまとめた。   

２年次の調査研究では、残りの５つの分類例も含め 

８つの分類例における 10 の活用のポイントと効果を

明らかにし、「表２」にまとめた。２年間の成果とし

て、１つの表にまとめたものを巻末「資料４」に示す。 

表表２２  学学習習場場面面  1100のの分分類類例例ににおおけけるる１１人人１１台台端端末末をを活活用用すするるととききののポポイインントトとと効効果果 

学習

場面 
活用のポイント 活用の効果 

対象

実践

 

教育用プラットフォームを用い

て、課題作成、配布、添削、返却

を行う。 

・配布から返却までの時間が短縮される。 

・提出状況の把握が容易になる。 

・添削の履歴が残り活用することができる。 

中３

英語

教育用プラットフォームの課題

返却における提案モードを使う。 

・教師の提案を参考にすることができる。 

・よりよい英語表現に改善することができる。 

高２

英語

 検索エンジンや翻訳アプリを用

いて、調べ学習を行う環境を整

える。 

・個別学習において学習活動が停滞している場合に、必要

な情報を手に入れ、次の学びにつなげることができる。

中３

英語

 
シミュレーションアプリを用い

て、作図をしたり、図を変形した

りする。 

・対象（式やデータ等）を視覚的に表し、理解を深めるこ

とができる。 

・パラメーターを変化させることで図の変化を可視化し、

特徴を理解することができる。 

高２

数学

 デジタルボードを３分割し、そ

れぞれの部分に表す内容を決

め、自分の思考の過程が分かる

ようにする。 

・授業の中でどのように考えが深まったか、思考の過程を

可視化することができ、自分の思考を振り返ることがで

きる。 

高２

数学

 発表資料を全体で共有した状態

で、発表する。 

・発表を聞きながら、コメント機能での即時フィードバッ

クが可能となる。 

高２

英語

録画機能を用いて、グループの

メンバーと一緒にスピーチの録

画を行う。 

・各自で自分のスピーチを確認し、改善点を見付け、より

よい表現に修正することができる。 

・グループのメンバーと表現が適切かを互いに確認するこ

とができる。 

中３

英語

 スライドを用いて複数の意見を

共有できるように工夫し、各自

の意見を一覧で見ることができ

るようにする。 

・各自の意見を可視化することで他の意見や考えが一目で

分かり、それによりグループでの話合いが活性化し、意

見整理等を容易に行うことができる。 

中３

英語

共同編集機能を用いて、グルー

プのメンバーが同時に作業を行

う。 

・グループで役割分担し、各自が自分の割り当てられた部

分を作成することができる。 

・内容や表現が適切かを互いに同時に確認することができ

る。 

高２

英語

 
目的に合った交流の場（評価の

場）を設定する。 

・活動内容を振り返り、達成感を得たり、改善点を見付け

たりすることができる。 

高２

英語

個
に
応
じ 

る
学
習

ＢＢ１１

調
査 

活
動 

ＣＣ１１  

ＣＣ２２  
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作 
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３３  研研究究３３  １１人人１１台台端端末末のの活活用用にに関関すするる教教員員のの  

意意識識向向上上へへのの取取組組  

研究３では、１人１台端末の活用に関する教員の

意識向上を目指して、１人１台端末を活用し、アプ

リケーションやクラウド体験を行う研修会を実施

した。１年次は、全体で行う研修会のみの開催であ

ったため、教員の個別の課題に対応することが難し

かった。そこで、２年次は、研修会の充実を図り、

個別で行う小規模な研修会やブース形式の体験会

を開催した。また、１年次同様、指導講師、指導助

言者、研究協力校の研究協力員での調査研究協力員

会議を２回開催し、調査研究の概要や各校の現状と

課題を報告した。そこで、研究協力校同士の情報交

換を行い、指導講師から助言をいただいた。 

((11))  １１人人１１台台端端末末活活用用研研修修会会  

ア 全体研修会（全教員対象） 

夏季休業中に、研究協力校の教員全員を対象に、ア

プリケーションやクラウド体験を行う研修会を開

催した。総合教育センター職員や富山大学教職大学

院生(以下、院生)がサポートし、ドキュメントの課題

の配付、編集、提出、返却や「Kahoot!」によるクイズ

体験、「Canva」でポスター作成について、個別または

グループで体験した。 

＜研修会後の感想＞ 

・これまでも使ってきたが、マンネリだったので、２

学期以降、新しいことにチャレンジしてみようと思

えた。 

・院生や研究主事の皆さんには「いつでも聞ける」雰 

囲気があり、安心して研修に参加できた。 

イ 小規模な研修会 

２年次、個別の課題に対応するために、放課後の

時間で、希望制で小規模な研修会を開催した。また、

気軽に参加できるように、「小さな相談会」と名付け

て行った。院生が主体となり、教員のニーズに合わ

せて研修内容を組み立てた。教員のニーズについて

は、研究１で行ったICT活用アンケートの回答から

確認することができた。 

＜小さな相談会＞ 

回 数 Ａ中学校（10回） Ｂ高等学校（７回） 

参加人数 １～５名 

内 容 ・スプレッドシートで感想共有の方法 

・Classroom で課題提出の方法 

 ・フォームの小テストの作成方法 

 ・Jamboard の操作方法  

 ・動画の提出方法 

 ・Canva での共同編集の方法 

図図 3300  １１人人１１台台端端末末のの活活用用研研修修会会のの様様子子  

図図 3311  小小ささなな相相談談会会のの実実施施計計画画、、内内容容、、チチララシシ  

成成
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＜相談会後の感想＞ 

・ずっと悩んでいたことを聞けてよかった。実際に

ICT活用を実践されている方が教えてくださるのは

とてもありがたい。 

・Canvaの使い方の講習をしてもらい、委員会におい 

て、スムーズに生徒がポスターを作ることができた 

のでよかった。他の授業でも活用している場面がみ 

られたので、汎用性があると思う。 

・Classroom を連絡手段として使えるようになった。 

課題の提示でも使っているが、PowerPoint と併用 

している。紙媒体に対し、課題の提出がしやすく 

なったように感じる。夏休みに個別で連絡を取り 

たいときに活用できるので便利であった。 

ウ ブース形式の体験会 

２学期後半に、ブース形式の体験会を行った。研

修会や個別相談会というと、まだまだハードルが高

いと感じる教員が多く、気軽に様々なアプリを体験

して、よさや便利さを実感していただきたいという

思いで開催した。体験会の名称は、馴染みやすく、

楽しい雰囲気に伝わるよう「ICT 祭り」とした。 

＜ICT 祭り＞ 

回 数 各学校１回、２時間程度 

参加人数 10～20名 

内 容 ・Google 全般ブース 

・Kahoot！ブース 

・Mentimeter ブース 

 ・Canva ブース  

 ・Word 編集ブース 

＜ブース内容＞ 

・Google 全般ブース 

Classroomの課題機能、Jamboardの共有方法 

スプレッドシートの共有方法、Googleドライブ 

への保存方法、Google Bard 体験 

・Kahoot！ブース 

     問題作成方法、生徒への共有方法 

・Mentimeter ブース 

  Mentimeter で何ができるか体験を交えて説明 

・Canva ブース 

 Canvaでのポスター作成やプレゼン資料作成の 

説明、作成を班で行うための共同編集の方法 

・Word 編集ブース 

 一太郎で作成した文書をWordに変換する方法 

＜体験会後の感想＞ 

・丁寧に教えていただいてありがたかった。個別なの

で質問しやすく、納得するまで聞くことができた。

スタッフの方の一生懸命さを感じた。他の教員も質

問はあると思うので来てもらいたい。 

・自分が何をしたいのか、そのためにどの機能の説明 

が必要なのか、そこからなのだなと思った。これか 

らも機会があれば参加したい。 

・気になっていた機能について詳しく知ることがで 

きて、よかった。早速授業で使ってみたい。 

・普段自分ではICT をどう活用するか考えることが 

ほとんどないので、このような機会をいただき、 

ありがとうございます。授業で使用してみたい。 

図図 3322  IICCTT 祭祭りりののチチララシシ等等  図図 3333  IICCTT 祭祭りりのの様様子子  
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((22))  調調査査研研究究協協力力員員会会議議  

 ８月と 12 月に、富山大学准教授、県立学校課指導

主事、東西教育事務所指導主事、各校研究協力員の

方々、富山大学教職大学院生による研究協力員会議を

オンラインで開催した。調査研究の概要説明と進捗状

況、各学校のICT活用に関する現状と課題についての

報告の後、全体で情報交換をした。２年次は、情報交

換をJamboardやMentimeter、ふきだしくん、Figjam

を活用し、先生方にもいろいろなアプリケーションを

体験してもらった。 

＜各学校の現状と課題＞ 

・昨年に比べて、１人１台端末を授業で活用する教員

が増えてきた。研究協力校としての様々な取組のお

かげで、教員の意識が変化してきているのだと思う。 

・生徒たちの１人１台端末の操作能力が向上してき

ている。文房具とは言えないかもしれないが、それ

に近い水準まで扱える生徒が増えてきた。このよう

な情報活用能力を義務教育段階から養っていくと

いうことは大切なことなのではないか。 

・まだまだICTに苦手意識をもっている教員も少なく 

ないので、これからも学校全体で１人１台端末の活 

用を進めていく必要がある。 

・ICTを活用することで、地域との連携に繋がってい 

くところは非常によかったのではないか。 

・生徒が、授業で行ったCanvaでのポスター作りの経

験を活かして、生徒会で行う花いっぱい運動のポス

ターを、Canvaで作成した。生徒たちが、自分で考

え、様々な場面で活用しようとする姿勢がみられた

ことは喜ばしいことである。 

・夏休みに行った全体研修会で紹介していただいた

「Kahoot！」の反響が大きく、２学期に授業やホー

ムルームで活用してみたという声がよく聞かれた。

新しいアプリケーションを体験することでよい刺

激をもらえたと感じた。 

・教職大学院生に１人１台端末のマニュアルを作っ

ていただいた。プロジェクターの接続方法等の基本

的なものから、アプリケーションの活用の仕方まで、

共有フォルダに置いて教員がいつでも確認できる

ようにした。苦手な先生に対しても、ICT活用のハ

ードルを下げることができたと感じる。 

＜指導助言＞ 

・ICT 活用には段階があり、まず様々なことを試す、 

その中で先生方が楽しむことが大切。次に、やり方 

が効果的であるかどうか考える。教科・単元の目標 

に沿っているかどうか、この段階はこれからだと思 

うが、第一段階を超えられたことは大変意味のある 

ことだった。 

・子供たちが５年後、10年後の社会で生きていくとき

に必要な情報活用能力の育成を意識しながら、活用

させていく必要性がある。まずは、ルールづくりか

らスタートし、いずれは自分たちで活用を取捨選択

できるようにしていくことも大切なのではないか。 

・WindowsやChromebook、iPad等、端末に依存しない

ようなアプリケーションの活用をこれからは考え

ていく必要があるのではないか。 

・今後 10 年ぐらいは、大きな改革の流れだと思うの

で生徒が当たり前に１人１台端末を活用すること

を前提に、教科書や学習指導要領が書かれてくると

思う。したがって、これからも今回の研究でされた

ような授業実践を積み重ねていく必要があると思う。

 研究協力校の現状と課題を共有し、意見交換を行い、

指導講師・助言者から示唆を得ることで、ICT活用へ

の意識の向上につながったと考える。 

図図 3344  アアププリリケケーーシショョンンをを活活用用ししななががららのの情情報報交交換換のの様様子子
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ⅢⅢ  調調査査研研究究ののままととめめ  

１１  調調査査研研究究のの成成果果  

研究１「１人１台端末の活用に関する教員と生徒の

意識の把握」では、「１人１台端末を活用した授業に

おけるICT活用アンケート」教員の結果から、授業に

おいて１人１台端末を「ほぼ毎日活用」「週に１～３

回活用」の割合が増加した。一方、「ほとんど活用して

いない」の割合について、１年次の７月、２年次の５

月、11月の３回の結果を比較すると、65％ → 53％ 

→ 40％ となり、25ポイント減少した。（図１）調査

研究協力校において、２年間様々な研修や体験を行っ

たことで教員のICT活用への意識が向上し、苦手意識

を軽減することができたと考える。 

また、１人１台端末の効果についての項目（内容理

解が進む、配布等の時間減、興味・関心がわく、意見

交換が進む、資料共有が簡単）において、「内容理解が

進む」「意見交換が進む」の２つの項目では、教員と生

徒に１人１台端末活用の効果に対して、意識の違いが

みられた。（図６）２年次の５月、11月の２回の結果

を平均すると、効果があると「思う」割合は、「内容理

解が進む」項目では、教員が 23％に対して、生徒は

46％、「意見交換が進む」項目では、教員が30％に対

して、生徒は54％であった。１年次同様に、教員より

も生徒の方が２つの項目に関して、効果を実感してい

ることから、教員自身が１人１台端末を積極的に活用

しながら、その効果を実感する必要性が見えてきた。 

研究２「１年次の成果を生かした学習場面に応じた

１人１台端末の効果的な活用」では、１年次の成果を

生かし、１人１台端末を活用した授業設計を行った。

そして、研究協力校で３つの授業実践を行い、「ICTを

効果的に活用した学習場面の10の分類例」(文部科学

省，2020)5）を基に、１人１台端末活用のポイントと効

果の分析・整理を行った。この分析・整理を通して、

８つの分類例において 10 のポイントと効果を明らか

にした。また、授業を設計する際には、生徒の実態や

ICTの特性や強み（効率のよさ、データ共有の容易さ

等）を踏まえた活用を意識し、１人１台端末を授業の

「どのタイミング」で活用すると授業のねらいを達成

できるかを考えた。特に、２年次に行った授業実践で

は、個別学習の後に協働学習を行う授業展開（生徒が

個の意見をもつ→意見を集約したり、共有したりする

→グループで考えを深める）が多く、「意見を集約し

たり、共有したりする活動」において教員が「個に応

じた指導」や「共有の仕方」にICTの特性や強みを生

かし、授業のねらいを達成することができた。 

さらに、授業実践を行った教員と生徒にインタビュ

ーし、ICTを活用した授業の効果について、それぞれ

の意見を細かく聞き取り、１人１台端末活用の効果を

明らかにした。教員からは、生徒間のデータの共有や

共同編集が容易にでき、生徒が学習内容を深く理解す

ることにつながった。また、課題の配付、提出、管理

が確実に行うことができ、よりきめ細やかな個に応じ

た指導が可能になった。生徒からは、データの共有が

容易にでき、他の生徒の考えを参考にして、よりよい

考えをつくることができた、との意見が出た。インタ

ビューからも、１人１台端末活用の効果として、デー

タ共有や共同編集の容易さ、課題の配付や管理の確実

性、他者参照の容易さ等が明らかとなった。 

研究３「１人１台端末の活用に関する教員の意識向

上への取組」では、１人１台端末を活用し、アプリケ

ーションやクラウド体験を行う研修会を実施した。教

員のニーズに合った研修になるように、研修会の形態

を工夫した。全教員対象の全体研修会、個別で行う小

規模な研修会、ブース形式の体験会の３つの形態で行

った。１年次は、全体で行う研修会のみであったため、

個別の質問に対応することが難しく、普段の授業の中

で活用にまで踏み込むことが難しい教員もみられた。

２年次は、個別に対応することができる小規模な研修

会（小さな相談会）を院生が中心となって行い、教員

一人一人の疑問に的確に答えることができた。また、

ICTに苦手意識をもっている教員も気軽に参加できる

よう、ブース型の体験会（ICT祭り）を開催し、誰で

も様々なアプリケーションを体験する機会をもった。

このように様々な形態で研修会を開催することが、教

員一人一人のICT活用の意欲の向上につながった。 

２年間の調査研究を通して、「ICT を効果的に活用

した学習場面の 10 の分類例」(文部科学省，2020)5）

における「10の学習場面」すべてにおいて、１人１台

端末の活用のポイントと効果を一覧にまとめること

ができた。（資料４）また、教員のニーズに合わせた研

調
査
研
究
２
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修会や体験会を行うことで、１人１台端末の活用に関

する意識の向上がみられた。このように学習場面にお

ける１人１台端末の活用のポイントと効果を明らか

にしたり、ニーズに合わせた研修会や体験会を行った

りしたことで、授業における１人１台端末の利活用が

推進されることが明らかになった。 

２２．．今今後後のの展展望望  

本調査研究で確かめられた知見や成果物である「学

習場面の 10 の分類例における１人１台端末を活用す

るときのポイントと効果」を授業実践や教員研修の場

面で活用されるように普及を図りたい。そして、活用

実績を積み重ねながら「ポイントや効果」の内容を改

善していく必要がある。 

各学校においても、本調査研究のポイントと効果を

踏まえた実践を行い、成果と課題を共有し、実践事例

等を積み重ね、教員が１人１台端末の効果を実感しな

がら利活用を推進することにつなげてほしい。また、

自分のICT活用スキルに合わせて、県や市、教育セン

ター等が主催する研修会に積極的に参加し、教員一人

一人が ICT の特性や強みを生かして学習のねらいに

迫る授業設計ができることを期待したい。 
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